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畢竟、 旧劇の 畑に みのり 得る 果実で あると、 私 は 信じ 

てゐ るので す。 それで、 かう いふ 種類の 作品 は、 所謂 

新劇の 将来に あまり 多く 寄与す る処 のな い 作品で あり 
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それから また、 現代 生活 を 取扱って ゐれ ばなんでも 

新劇 かと 云へば、 さう とも 限って はゐ ません。 新派 劇 

は 別と して、 毎月 発表され る 戯曲 を 見ても、 これ は ど 

う 演出 を すれば 新劇になる のかと 思 はれる やうな 作品 

があります。 それ は 何れも、 芝居と いふ もの、 常識 か 

ら 一歩 も 脱け 出て ゐ ない 作品 だからです。 それ はた V、 

人物が 類型的 だと 云 ふに 留まりません。 「作者の 観て 



に 努力す るので す。 演劇で なければ 表現で きない もの 

が 人生のう ちに ある こと を 発見した 古人の 純粋な 感覚 

を、 われわれ はもつ ことができな いのでせ うか。 

四、 劇 を 書く が 故に 劇作家なる 劇作家 

「詩 を 作る が 故に 詩人なる 詩人」 と 「詩人なる が 故に 

詩 を 作る 詩人」 と を 区別した 人が 仏蘭西に あります。 

劇作家に つ いても 同じ やうな 区別が できさう に 思 はれ 
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此の 区別、 此の ニュアンス はやが て、 詩の 本質、 劇 



です。 さう いふ 人々 は、 たまたま 新しい 着物 を 着て ゐ 

るかと 思 ふと、 それ は 古い 着物 を 裏返しに 着て ゐ るの 

です。 

五、 西洋 劇と 日本 劇 

西洋の 劇作家 は 言葉 を 活かす こと を 知って をり、 日 

本の 作家 は 沈黙の 価値 を 知って ゐ ると、 嘗て 武者 小路 

氏が 云 はれた のに 対して、 私 は 言葉 を 活かす こと 以外 

に 沈黙の 価値 を 活か す 手段が あり 得ない だら うと 言 ひ 

ました。 最も 言葉 を 活かす ことが —— 文学に 於て は I 



I 最も 沈黙 を 利用す る ことで あると いふ 証拠 は、 西洋 

の 優れた 作品 中に いくらでも 例 を 挙げる ことができ ま 

す。 然るに、 日本の 劇作家の 作品 中、 ほんとうに 沈黙 

の 尊 さ を 知らし める やうな 作品が どこに あります。 

長 田 秀雄氏 は、 また、 先月の 新潮で、 日本人の 生活 

と 西洋人の 生活と を 比較し、 一 つ は、 感情 を 表面に 現 

しぐさ 

さない 生活で あり、 一 つ はすべ ての 感情 を、 言葉 や 科 

によって 表示す る 生活で あるから、 前者の 生活から、 

歌舞伎 式の 楽劇が 生れ、 後者から 文学的な 科白 劇が 生 

れ たの は 当然で ある。 故に、 西洋の 科白 劇 を、 その ま、 

日本に 遷す こと は 多少 不自然で あり、 そこに 新劇の 行 



な 一 種の 境地に われわれ を惹 入れる のが 演劇 本来の 

「美」 であります。 かの 音楽が、 屢々、 聴覚 を 通して、 

一 つの 空間 的な ィメ— ヂを 喚起させる こと は 誰でも 知 

つて ゐる ことです。 それと は、 また 稍異 つた 意味で、 

舞台の 上 を 流れる 生命の 諸相 は、 殆ど 何等の 媒介な し 

に、 直接 われわれの 魂に 触れて 来る やうに 感じられな 

ければ なりません。 

かう いふ 印象 は、 勿論、 傑れた 演劇から のみ 受け 得 

られ るので はあり ますが、 今日まで 畸形 的に 発達した 

演劇の ある 種の 様式 —— 例へば メロドラマ など —— に 

依 て 特殊な 鑑賞 態度 を 習慣 づ けられた 観客 (此 言葉が 



証明す る 通り) は、 之と 対躕 的な 関係に ある 演劇の 様 

式 —— 例 へ ば 象徴的 心理 劇な ど —— に は 親し みが 薄 い 

結果、 事件 を 追 ふこと にの み 急で、 台詞の 一語々々 が 

醸し出す 二 ュ アンスの 美 を 閑却し 勝ちであります。 

メロドラマ、 必ずしも 芸術的に 価値の ない もの だと 

は 云 ひません。 また、 高級な 芝居が、 常に 白 のみ を 生 

命と する ものであると は 云 ひません が、 舞台の 動き も、 

台詞の 意味 も、 共に、 それ を 観る 眼、 聴く 耳の 単純な 

効果 だけに 頼って ゐる ものであって はならない のです。 

新しい 演劇の 鑑賞 は、 それ 故、 眼に 見える もの、 耳 

に 聞え る もの、 さう いふ 区別 をし ないでも、 丁 S 音楽 
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芸術的に 保 たれた 舞台が、 十分 見物 を惹き 得る とい 

ふの は 理想で、 実際 は、 低級な、 卑俗な 趣味が、 最も 

多数 者の 興味 を 唆って ゐる わけなの です。 

処が、 芸術的と いふ 言葉 は、 如何にも 厳粛な 響き を 

伝へ る わが国の 現状から 云へば 無理 もない ことです が、 

徒らに 芸術的なる 名の 下に、 ぎごちない、 未完成な、 

時に よると 投げ やりな 舞台 を 公開し、 苟 くも 芸術的 演 

劇の 観客が、 退屈 さうな 顔 をす るの は 不都合 だと 云 は 

ぬば かりに、 シャァ /\ として ゐ るの は、 糙に 芸術 を 

冒瀆 する ものであるの みならず、 これで は、 永久に 芸 



化の 上に 甚だ 好ましくない 結果 を齎す ことになります- 

八、 新しい 戯曲の 読み方 

近頃 は 読み物と しての 戯曲が なかなか 盛んになって 

来ました が、 これらの 戯曲 は、 何れも 舞台に かけて 見 

なくて は、 ほんとうの 価値 はわから ぬな ど、 云 ふ 一部 

の 人々 の 説 は、 私に はどう も 受け取れません。 戯曲の 

読めない 人 を 標準に すれば 勿論 さう です が、 それなら 

芝居の わからぬ 人 を 標準に したら、 舞台に かけても わ 

からぬ ことになる のです。 



た V、 戯曲 中の 人物 を、 作者が 如何に 観て ゐ るかと 

いふ こと、 これが はっきり しないと、 戯曲の 価値 は 勿 

論、 その 面白さ、 殊に、 舞台の 気分 を捉 へる ことが で 

きません。 

戯曲 を 読む 時、 最も 注意し なければ ならな いのは、 

自分が 嘗て 見た 俳優に よって、 その 戯曲が 演ぜられて 

ゐ ると いふ 一種の 連想が、 著る しく、 その 戯曲の 印象 

を 変へ てし まふ ことであります。 その 俳優 は、 誰と は 

つきり わからない 場 台で も、 自分の 今迄に 見た 一般の 

俳優の 表現 能力が、 新しい 戯曲 を 読む 場合、 その 中の 

人物の 白、 科、 その他 一 切の 「活き 方」 を 決定し、 瀟 



台詞 は、 かう いふ 屈に 言 ふべき であると いふ 一 つの 

「案」 を 有って ゐ なければ、 ほんとうの 劇作家と は 云へ 

ない のです。 その 台詞の 言 ひ 方 は、 戯曲の 読者に どう 

して 伝へ 得る か V 問題です が、 それ は、 やはり、 読者 

に それだけの 想像力がなければ ならない とい ふこと に 

なる のです。 我国で はま だ 写実的の 台詞の 訓練 さへ 十 

分に できて はゐ ない のです が、 此の方 は、 器用で さへ 

あれば 相当の 効果 を 挙げ 得る ものである こと は 証明 さ 

れてゐ ますが、 例へば 少し リリカルな 台詞に なると、 

もう、 何等の 工夫がない。 工夫 をす るに も、 どうして 

い、 かわからない 状態です。 その リリカルな 台詞 を、 



ません。 二 イヴ エル. ド • ラ • ショ ッセ まで 遡らず と 

も、 また 悲喜劇と いふ やうな 特殊の 名称 を附 けずと も 

近代の 懐疑 精神 は、 演劇 を 通しても、 涙のう ちの 笑、 

笑のう ちの 涙に 多分の 詩 を 見出しました。 

また、 単に 「笑劇」 (ファルス) の 名で 呼ばれる もの、 

うちに も、 文学的に 傑れた 作品が ある こと を 発見した 

の は、 比較的 最近の ことであります。 「代言人 パ トラ 

ン 先生」 は 中世が 生んだ 文学的 逸品で ある こと も 先代 

の 史家 は見遁 して ゐ ます。 

しかしながら、 西洋で は、 兎に角、 昔から、 喜劇が 

卑俗な ものであると いふ やうな 迷信 は 行 はれて ゐ ない 



やうです。 勿論 高級 喜劇 (ォ— トコ メデ イイ) の 名が 

あるく らゐ ですから、 同じ 喜劇のう ちに も 低級な もの 

が ある こと は 事実です が、 それ は、 人 を 笑 はせ る 動機 

やや 

が 動もすれば 心情の 下劣 さ を 暴露す る やうな もので あ 

る 場合が あるからで、 其 点、 人 を 泣かせる 方 は、 同じ 

動機で も、 かの 偽善者が 世に はびこる 如く、 巧に 対 手 

の 眼 を 瞞着し 得る のです。 

それ はさう と、 日本で は、 何時の 時代から か、 喜劇 

が 芸術の 本道から 除外され てゐる 観が あります。 それ 

は、 何となく 下品な もの、 軽々 しい もの、 従って 正面 

から 問題に すべき 性質の もので はない とい ふ 偏見が あ 



るからで せう。 此の 傾向 は、 現代に 於て すら、 文学者 

の 間に 根 を 卸て ゐる 傾向であります。 尤も、 此の際、 

一 人で も 優れた 喜劇 作者が 現れ ゝば、 さう いふ 偏見 は 

消えて しま ふでせ うが、 今日、 いろ/ \ な 形で 少 しづ 、 

頭 を 出し つ ゝ ある 喜劇の 芽が、 さう いふ 偏見の 為め に 

早く も 成長 を 阻まれつ、 あると いふ こと は、 誠に 残念 

であります。 

私 はこ ゝで、 喜劇 大いに 出で よと 叫ぶ 前に、 先づ、 

喜劇 を 正しく 鑑賞せ よと 叫ばなければ なります ま い。 
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